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Cloud information tool becomes popular as an enterprise business application, so that the number of 
enterprises who use such easy tools has increased. On the other hand, it is difficult to develop an in-house 
production management systems on Cloud, because such systems need to have high security protection. In this 
study, an application program interface to cooperate with in-house RDB is proposed, which also connects to 
another API provided by well-known webserver system. As an experimental case study, the proposed system is 
implemented as an order management system in a small manufacturing enterprise (SME). The results show that 
the system effectively performs to share the estimation information of repair orders between sales parson and 
plant managers.   
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１． はじめに 
情報化社会に伴い，多くの企業においてデータベース
（以下：DB）を利用した業務システムを構築している．各
業務間・部署間での情報の連携を行うためには，あらか
じめ業務システム特性に応じた仕様を定義することが必
要である[1]．しかし，多くの中小製造業では，個々の業
務についてそれぞれ独立したシステムを利用している場
合が少なくない．このような場合，本来業務間で共有す
べきデータを複数の DB に重複して格納している場合や，
そのデータ間の整合性をとることが難しいという問題が
生じている[2]． 
一方で，社内，社外に分散した情報を共有する仕組み
としてクラウド型の業務アプリケーションが注目されて
いる．これらのシステムでは，開発ツールによって業務
ユーザが手軽にカスタマイズできる点が特徴である[3].
しかし，製造業の生産管理は，利用する DB と生産管理シ
ステムなどが使用する DB の形式が異なるため，こうした
クラウド型ツールと連携すること課題となっていた． 
複数の DB 間におけるデータの一貫性を持たせるため
連携するための Application Program Interface (API)
は，各 DB 提供者から提供されている．しかし，クラウド
型 DB と自社で管理するオンプレミスシステム
（On-Premise System）との連携手法は，いったん CSV や
XML 形式で出力させた後，取込機能を用いて連携する方
法が一般的である．このため，多くの場合，クラウド型
システムと生産管理システムなど社内システム間で情報
が分断され，人手を介すことで信頼性や効率が低下する． 
筆者らは，クラウド型の DB と従来の DB をダイレクト
に繋ぎ，データの受け渡しを行うインタフェースを開発
した．そして，中小製造業における修理見積り支援シス
テムの開発を通して，提案するインタフェースの有効性
を検証した．本稿では，提案するインタフェース仕様の
内容とその実装方法について紹介する． 
 
２． インタフェース仕様 
提案するインタフェース基本仕様は以下のとおりであ
る．まず，Web サーバーへのリクエストの取得とデータ
の更新には，HTTPS 通信プロトコルを使用する．そして，
リクエストのフォーマットが日本語の場合は UTF-8 でエ
ンコーディングする．レスポンスは JSON 形式で返答され
るものとする．なお，RDB への接続にあたっては，使用
する DB を MySQL とした． 
提案するインタフェースの仕様に合わせて，インタフ
ェース内で変数値を入力することができる．またその内
容を設定として保存し，それぞれの機能を実現させるプ
ログラムを生成させる． 
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表 1 作成したインタフェースのクラス名称と機能 
クラス 機能 
Start 各インタフェースの起動 
Connect Web サーバーへの接続 
Connect2 RDB への接続 
WtoR Web サーバーから RDB へデータ送信 
RtoW RDB から Web サーバーへデータ送信 
Conset Web サーバーと RDB の設定 
Save Web サーバーと RDB の設定の保存 
Neworder 設定フォルダの新規作成 
Loading 設定フォルダ読込 
 
表 2 外部から取り込んだ API 
API 名称 説明 
sqljdbc RDB との接続をする 
Jackson-all JSON 文字列を分解し，変数に代入 
httpclient HTTP 通信をするための API 
common- 
codec 
文字列を Base64 エンコード，デコー
ドをする 
java.swing GUI パネルやボタン作成を行う 
java.awt イベントやアクションの実行を行う 
 
以下に表 1 におけるいくつかの機能について詳細に説
明する．まず，Web サーバーから RDB へのデータ受け
渡し（WtoR）では，HTTPS 接続の API をプログラム内
に取り込み，リクエトヘッダ部に Web サーバーに関する
情報を入力する．メソッドを含むリクエストヘッダ送信
によりレコード取得が可能となる．リクエストヘッダ記
述を以下の図 1 に示す．ここで，リクエストヘッダ部は
Web サーバー，API の仕様によって異なるので，それぞ
れの仕様に合わせて入力する． 
 
GET /URI ① HTTP/ Protocol-ver② 
Host: host : portNo③ 
Authorization: account&password④ 
Accept: Content-Type⑤ 
図 1 リクエストヘッダ記述例 
 
① 送信 Web サーバーの URI 
② HTTP プロトコルのバージョン 
③ host 名，接続接点となるサーバー上のポート番号 
④ リクエスト生成のプログラムに関する情報 
⑤ 有効レスポンスとして受け取る媒体種類 
 
同様にして，RDB から Web サーバーへのデータ受け
渡し（RtoW）では，HTTPS リクエスト送信とデータの
更新を行う．ここでは，PUT メソッドを含むリクエスト
ヘッダ送信によりレコード新規作成・更新が可能となる．  
表 2 において，SQL 操作（JDBC）について説明する．
ここでは，データの変換の操作で変数に代入した値を
SQL で送信する．使用する SQL 文は INSERT や UPDATE
などである．接続には SQLJDBC ドライバを使用する． 
INSERT INTO Table.name (Field1 ， Field2 ， 
Field3) VALUES (JsonRecord1 ， JsonRecord2 ， 
JsonRecord3) 
 
データの変換では，表 2 のインタフェースを用いて，
Web サーバーから受け取った JSON 文字列を，SQL と
して送るために，変換し変数に代入する．JSON 文字列
を分解するには Jackson-all を用いる．例えば，以下示
すJSON文字列は，この操作により，各要素に分解され，
品目 ID という変数に 0001 が，品名に AAA が，ジャン
ルに食料品が，そして単価に 1500 が代入される． 
[{"品目 ID ": "0001 "， "品名": "AAA "，"ジャンル
": "食料品"， "単価": "1500 "}] 
 
３． システム構成と連携処理の仕組み 
提案するインタフェースの機能は開発したアプリケー
ション内に搭載されユーザが操作することでインタフェ
ースのそれぞれの機能を実行することができる．図 2 は，
開発したアプリケーションとクラウド型情報共有ツール
と RDB の関係と処理の流れである． 
 
 
図 2 : システム構成と連携処理の仕組み 
 
実際に連携を実現させるためには，ユーザ自身が Web
サーバーと RDB それぞれの設定をインタフェース上で
設定することで可能になる．以下の図 3 は，図 2 におけ
るインタフェースを実装したアプリケーション例である． 
 
 
図 3 : 連携インタフェースの実装 
 
なお，設定が完了した後は，メニュー画面上のボタン
によってそれぞれの連携が可能となるようにした． 
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４． 実証 
本研究では，ある中小製造業における修理見積りプロ
セスの業務間に開発したインタフェースを導入して検証
を行った．修理受付担当者は，顧客から受けた修理依頼
をグループウェアに登録する．登録された情報はインタ
ーネットを通して Web サーバー上に保存される．一方で，
修理業務担当者は，修理品の見積を社内の RDB に生産管
理システムを使用し保存する． 
 
 
図 4：実証の概要図 
 
（１）グループウェアから RDB 
ここでは，新規にグループウェアに登録された情報や
更新された情報を RDB に渡す．下図 5 ではレコード番
号 2 は，連携前には RDB 内に存在していないので新規
追加となっている． 
 
 
図 5：データ移行のグループウェア状態 
 
 
図 6：データ移行前後の RDB テーブル状態 
 
下図 6 では連携前には RDB 内に存在していないレコ
ードが新規追加となっている．この情報をもとに生産管
理システム側で修理見積情報を登録する．これにより，
修理業務担当者は修理受付担当者に都度確認することな
く必要な時に情報を受け取ることが可能となった． 
 
（２）RDB からグループウェア 
ここでは，RDB で更新した情報をグループウェアに渡
す． (1)の終了後，生産管理システムで取り込んだ修理
依頼情報をもとに修理見積を行い，修理見積情報を生産
管理システムに登録する．修理見積情報を登録後の RDB
テーブルの状態を下図 7 に示す． 
 
 
図 7：修理見積情報登録後の RDB テーブル状態 
 
 
図 8 : 連携前後のグループウェア状態 
 
上図 8 よりレコード番号が一致したレコードに対して
更新処理を行っていることがわかる．RDB が受け取った
修理依頼から修理見積情報を更新し， Web サーバーに
送信することでグループウェアでも修理見積情報を見る
ことができた．結果として，修理受付担当者はグループ
ウェア上の修理情報をもとに，顧客に対して修理回答や
修理見積金額，納期の回答を行うことが可能となった． 
まとめとして，グループウェアのデータと生産管理シ
ステムの RDB テーブル内のデータの受け渡しを可能と
することで，業務間のスムーズな情報の受け渡しが行え，
業務間の情報や業務の分断が解消されると考えられる． 
 
５． おわりに 
本研究は連携に必要な API を取込んだインタフェース
を利用することで，クラウド型情報共有ツールと社内
RDB を連携させた．実証では提案するインタフェースに
よって修理見積プロセスにおいて修理情報を部署間で共
有することが可能になった．これにより業務間で共有す
べき情報の確認のムダや漏れ、齟齬の解消が期待できる．
また，企業も独立したシステム間での連携が行えること
によりシステム利用の幅が拡大し，クラウド型システム
を利用して連携を考えたシステムの構築が可能となるの
ではないだろうか．今後はクラウド型情報共有ツールの
対象を広げグループウェアだけでなく他のクラウド技術
を利用したシステムにおいても連携が可能になることが
望ましい． 
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